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【（別添１）東浦町役場と半田消防署東浦支署の複合化について】  

半田消防署東浦支署は知多中部広域事務組合の施設であり、東浦町内に位置しています。 

東浦の消防の歴史としては、１９７１年に現東浦町役場（役場資源ステーション）にて、救急業

務が開始され、１９７４年に、半田市を中心とした１市３町による広域消防知多中部広域事務組合

が発足しました。その後、東浦支署が１９８１年に竣工し、建築から３０年以上経過しています。 

 

■東浦町消防のあゆみ                   【半田消防署東浦支署】 

１９７１年１２月 東浦町救急業務開始東浦町救

急業務開始 

１９７４年４月 半田市を中枢として阿久比町、

武豊町及び東浦町の１市３町に

よる広域消防知多中部広域事

務組合消防本部発足 

１９８１年１１月 半田消防署東浦支署竣工 

２０１７年３月 半田消防署西部出張所竣工 

出典：東浦町画像オープンデータ  

 

知多中部広域事務組合公共施設等総合管理計画（平成２９年３月策定）においても財政上の

課題、建替えの課題が挙げられており、計画上は２０４２年度を建替え時期の目安として記載し

ています。 

複合化・集約化の目的実現に向け、半田消防署東浦支署の建替えに際しては積極的な複合

化を検討することとし、全町拠点①として、東浦町役場と半田消防署東浦支署の複合を提示し

ています。複合に際し想定されるメリットを以下に整理します。ただし、訓練用地の確保や出場

時の来庁者の安全確保、周辺道路状況など、懸念事項への対応も合わせて検討が必要です。 

 

■想定されるメリット 

①災害ハザードの解消 

 半田消防署東浦支署は水害及び高潮の災害ハザード区域内に位置しているため、災害ハザー

ドの無い役場敷地に移転することで災害リスクの回避ができます。水害浸水の被害を回避できる

ことで、建物や設備等への直接的な水害被害を防ぐだけでなく、高潮等による浸水が予想される

場合に予め高台に消防車・救急車を移動させる手間等がなくなり、住民支援等の優先事項に即座

に取り掛かることが可能であるとともに、接道の冠水による出場への影響回避が可能です。  
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【半田消防署東浦支署周辺の浸水予想図（想定最大規模）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：マップあいち  

【半田消防署東浦支署周辺の高潮浸水想定区域図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：マップあいち  

 

②効率化・コスト縮減 

複合化に伴い、共用部の縮減が図れるのみならず、会議室や防災システム、自家発電設備等の

共有も図ることが可能です。また、建物の点検・維持管理・修繕等を、役場と消防で包括的に実施

が可能となるため、消防職員の庶務事務負担の軽減が図れます。そのため、施設・設備のイニシャ

ルコストのみならず、維持管理・運営に係るランニングコストの縮減を図ることができ、施設単体よ

りも財政改善効果が期待できます。 

一方、事務に関して、連携するものとして各種式典及びその打合せや書類のやり取りなどがあ

り、一定の効率化を図ることができます。  
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③防災力の強化 

 役場は災害対策本部としての役割を担っており、災害時の道路等の復旧を行う土木部行政も内

在していることから、消防・救急施設との複合により役場の災害部門との緊密な連携を図ることが

でき、防災力の強化が期待できます。また、緊急時の正確な災害情報共有・発信が即座に可能と

なり、事業資産の損害を最小限にとどめつつ、中核となる事業の継続あるいは早期復旧が可能と

なります。 

 

④住民啓発 

 役場と複合化することにより、普段の消防・救急活動を役場の利用者等に見ていただけるように

なるため、消防・救急施設を身近に感じることができ、消防・救急活動への理解促進や住民の安心

感の向上につながります。また、役場と消防の複合化により防災拠点としてだけでなく、住民に防

災知識や非常時の行動について啓発するといった住民啓発拠点としての役割も創出でき、住民の

防災意識の向上が本町の更なる防災対策となります。 
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■懸念事項 

①役場周辺道路の渋滞等による消防活動への支障 

東西軸を中心とした道路ネットワーク（知多刈谷線（４車線）・養父森岡線・名古屋三河

道路）の整備を引き続き進めることにより、将来的な役場周辺道路の渋滞緩和が期待で

きるほか、「東浦役場前」交差点付近の町有地の活用が考えられます。  

なお、現東浦支署から「東浦役場東」交差点までの距離は約４００ｍですが、移転した

場合の「東浦役場東」交差点までの距離は約２７０ｍとなります。  

②前面道路への大型車両への円滑な出入り  

停止禁止標示の設置や交差点改良、坂道の急勾配の改善等が必要と考えられます。  

③消防の移転に伴う役場周辺住民への騒音等の影響、理解  

東浦町役場西側は市街化調整区域であり、半径１５０ｍ以内に存在する人数は現東浦

支署より減少します。  

④訓練への支障、場所の確保  

訓練場所の配置や来庁者との交わりなど、役場職員・消防職員と来庁者のそれぞれに

配慮した配置、区分けが必要となります。  

⑤消防・救急事務の自由度  

複合化することにより、単独設置に比べ、訓練、内部会議等に使いたい際の自由度が

下がります。  

【東浦町役場及び半田消防署東浦支署周辺の航空写真】  

 
  

東浦町役場

半田消防署

東浦支署

主要地方道

知多東浦線

（都市計画道路

知多刈谷線）

国道366号

東浦中学校

東浦役場前 

東浦役場東 
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【（参考）半田消防署東浦支署及び役場周辺道路の渋滞等について】 

半田消防署東浦支署（国道３６６号）及び役場周辺道路（知多東浦線）の状況について、昼間１２時

間交通量（全車上下計）を比較すると、知多東浦線の方が約４０％少ない結果となっています。ま

た、どの時間帯においても、知多刈谷線の方の交通量が少ない結果となっています。  

○半田消防署東浦支署及び役場前面道路比較表 

路線名 国道３６６号 知多東浦線 

車線数 ２ ２ 

昼間１２時間交通量 
（小型車上下計）（台） 

１２,５２０ ７,５０２ 

昼間１２時間交通量 
（大型車上下計）（台） 

７５９ ４１２ 

昼間１２時間交通量 
（全車上下計）（台） 

２０２１
年 

１３,２７９ ７,９１４ 

２０１５
年 

１２,６０６ ８,５０９ 

２０１０
年 

１２,８９５ ８,０９２ 

昼間１２時間大型車混入率 ５.７ ５.２ 

出典：【国土交通省】令和３年度 全国道路・街路交通情勢調査 

 

○半田消防署東浦支署及び役場前面道路時間帯別交通量表 

道路名 
時間帯別自動車類交通量（台） １２時間合計 

（台/１２h） ７～９時台 １０～１２時台 １３～１５時台 １６～１８時台 

国道３６
６号 

半田方面 １ ,５３８  １ ,４１６  １ ,５８０  １ ,８８６  ６ ,４２０  
名古屋方面 ２ ,１１９  １ ,６３３  １ ,５１２  １ ,５９５  ６ ,８５９  
合計 ３ ,６５７  ３ ,０４９  ３ ,０９２  ３ ,４８１  １３ ,２７９  

知多 
東浦線 

知多方面 ９９６  ９３９  ９１９  ９０７  ３ ,７６１  
刈谷方面 ９５４  １ ,０２９  ９９９  １ ,１７１  ４ ,１５３  
合計 １ ,９５０  １ ,９６８  １ ,９１８  ２ ,０７８  ７ ,９１４  

出典：【国土交通省】令和３年度全国道路・街路交通情勢調査 

 

  

上記、知多東浦線の
データ区間  

上記、国道 366 号
のデータ区間  
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【（参考）出火件数及び救急出場件数の推移について】  

知多中部広域事務組合管内の消防火災件数・救急出場件数について、出火件数は、減少

傾向にあり、過去２０年で概ね半減しています。一方、救急件数は、増加傾向にあり、過去２０

年で約３割増加しています。  

 

 

出典：消防年報（知多中部広域事務組合消防本部）  
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【知多中部広域事務組合管内の施設配置図】 

東浦町における知多中部広域事務組合の消防施設整備の経緯について、１９８１年１１月に

東浦支署が整備され、東浦町内全域を主な管轄としていましたが、藤江地区の南部エリアを

管轄する半田消防署北部出張所が２００９年３月に整備、町西部エリアを管轄する半田消防

署東浦西部出張所が２０１７年３月に整備されたことで、東浦支署は相対的に町北部エリア～

中部エリア（地区別人口の多い石浜地区や緒川地区のエリア）に管轄エリア内の人口重心が

移動しています。  

 

出典：消防年報（知多中部広域事務組合消防本部）  
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【移転候補地検討】                             

現半田消防署東浦支署（敷地面積：２ ,４１４㎡、延床面積：７５１ .２０㎡）  

候補地案 現東浦支署敷地 現役場敷地 現東浦中学校周辺敷地 

航空写真 
※１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                     

          
 
 
 
 
 
 
 
 

                          

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                     

敷地面積 ２,４１４㎡ 
１６,３３８㎡ 

（役場敷地：１４，０５７㎡） 

（重右山：２，２８１㎡） 

５１,１９６㎡ 
（東浦中学校敷地：３７,２１７㎡） 

都市計画の 
位置付け 

【市街化区域】 
居住誘導区域 

（防災重点エリア） 

【市街化区域】 
都市機能誘導区域 
居住誘導区域 

【市街化区域】 
都市機能誘導区域 
居住誘導区域 

（防災重点エリア） 

災
害 
ハ
ザ
ー
ド 

液状化 可能性が極めて低い ― 可能性が極めて低い 

津波 ― ― ― 

高潮 ※２ ３.０ｍ～３.５ｍ ― 
０.２ｍ～１.５ｍ（現校舎部） 
２.０ｍ～３.７ｍ（校舎部以外） 

洪水 ※２ ０.０ｍ～１.０m ― 
０ｍ～１.０ｍ（現校舎部） 

０.３ｍ～１.５ｍ（校舎部以外） 

土砂災害 ― ― ― 

２ｋｍ以内の人口 ２２,５６２人 ２３,７２８人 ２２,８４０人 

国道３６６号まで
の距離 

０ｍ ２７０ｍ ０ｍ 

前面道路幅員 

東：５.０ｍ 
西：１５.０ｍ～１７.０ｍ 
  （車道：６.６ｍ～１２.０ｍ） 
北：５.０ｍ 

東：８.２ｍ 
南：１５.０ｍ（車道：９.０ｍ） 

東（国道）：１５.０ｍ～１７.０ｍ 
  （車道：６.６ｍ～１２.０ｍ） 
東（町道）：２.５ｍ～７.０ｍ 
南：２.０ｍ～５.６ｍ 

まとめ ※３ 

× 
・高潮及び洪水のリスクが大
きい 
・盛土等対策を行っても周辺
道路が水没する 
・アクセス性に優れるが、建替
は居ながら施工を考えると日
常業務に支障が出る可能性
がある。 

〇 
・災害ハザードの心配がない 
・有事の際の役場との連携が
容易 
・国道３６６号までの交通量が
多いため、対策が必要 
・西部出張所との位置関係は
バランスが良い 

▲ 
・高潮及び洪水のリスクが大
きい 
・アクセス性に優れる 
・広大な土地を利用し、行事
や臨時ヘリポートなど、利用
価値が高い 
・騒音に対する懸念がある 

 

 

 

※１：航空写真の着色部は色に関わらず町有地を示します。  
※２：マップあいち水害情報マップを参考としています。  
※３：順位は右のとおり   〇  ＞  ▲  ＞  ×   
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。
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【（別添３）全町拠点の組合せの可能性について】  

全町拠点①～③について、想定される組合せを整理し、各組合せに求められている条件と候補

地を照らし合わせて実現可能性の高い案を以下に整理します。 

検討内容を踏まえると、候補地を踏まえたうえで、実現可能性のある全町拠点の組合せは全町

拠点②＋③の組合せのみとなります。 

 

【全町拠点の想定される組合せ及び条件】  

想定される組合せ ①＋②＋③ ①＋② ①＋③ ②＋③ 

条件 

必要敷地面積想定 
約３１,５００㎡

以上 
約２３,７００㎡

以上 
約２０,１００㎡

以上 
約１９,３００㎡

以上 

立地適正化計画 都市機能誘導区域内 

災害ハザード ハザード無し － 

立地 概ね中心 

 

【全町施設の各案と候補地の想定される組合せ】 

想定される組合せ  候補地の可能性  

①＋②＋③  ×  ①＋②＋③について、全てを満たす候補地に該当なし 

①＋②  ×  ①＋②について、全てを満たす候補地に該当なし 

①＋③  ×  ①＋③について、全てを満たす候補地に該当なし 

②＋③  〇  
②＋③について、災害ハザードを除く条件を満たす候補

地は石浜岐路（現東浦中学校及び周辺敷地）が該当 
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【（別添４）候補地 A・B の概要】  

候補地のうち、都市機能誘導区域内かつ災害ハザードの無い敷地は A 現役場敷地のみで

す。都市機能誘導区域内のみでは B 現東浦中学校及び周辺敷地も該当します。なお、A 現

役場敷地のうち重右山の敷地については、２００９年から２０１３年に進入路改修や駐車場用

地として取得していますが、整備については先送りの状態となっています。  

以下に候補地 A 及び候補地 B の概要を以下のとおり整理します。  

【候補地案の概要】  

候補地案 
A 現役場敷地 
（緒川政所） 

B 現東浦中学校及び周辺敷地 
（石浜岐路） 

航空写真 

 

 

敷地面積 

１６,３３８.１４㎡ 

（役場敷地：１４，０５７.４９㎡） 

（重右山：２，２８０.６５㎡） 

※活用可能面積：約１２,０００㎡ 

５１,１９５．７７㎡ 

東浦中学校：３７,２１７.００㎡ 

文化センター：４,６８６.４９㎡ 

保健センター：２,６８３.３２㎡ 

福祉センター：２,４６７.８８㎡ 

勤労福祉会館：４,１４１.０８㎡ 

（内 高齢者相談支援センター：１１５.２０㎡） 

※活用可能面積：約４８,５００㎡ 

立地
適正
化計
画 

居住誘導区域 ○ ○（防災重点エリア） 

都市機能 
誘導区域 

○ ○ 

災害 
ハザ
ード 

液状化 ー 可能性が極めて低い 

津波 ー ― 

高潮 ー 
０.２ｍ～１.５ｍ（現校舎部） 
２.０ｍ～３.７ｍ（校舎部以外） 

洪水 ー 
０ｍ～１.０ｍ（現校舎部） 

０.３ｍ～１.５ｍ（校舎部以外） 

土砂災害 ー ー 

備考 

現状施設駐車
台数 

２８０台（役場敷地内：８９台） 
青木駐車場：１３０台 
旧給食センター：５０台 
※職員駐車場用 

３０８台 
東浦中学校：４８台 

文化センター他：２６０台 

借地 
合計４,５８２.２８㎡ 

※職員駐車場用（敷地面積とは別掲）  
ー 

用途地域 
市街化区域（第一種住居地域） 
（重右山は市街化調整区域） 

市街化区域（第一種住居地域） 

※活用可能面積とは、敷地全体の面積から法面等の面積を除いた面積のことです。  

東浦中学校及び周辺敷地

東浦町役場
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【（別添５）役場敷地活用可能面積について】  

役場敷地は敷地形状が不整形であること、傾斜地等もあることなどから、敷地面積の数値

に対して、実際に活用できる面積が非常に少ないと考えます。  

そこで、航空写真上で使用可能と考えられる敷地部分の面積を計測し、概ねの活用可能面

積を把握すると、約１２ ,０００㎡となります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9,900 ㎡（現役場）  

+１ ,８００㎡（北用地）  

=11,７００㎡  

≒約１２ ,０００㎡  
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【（別添６）東浦中学校の移転について】  

 再編プラン検討において、案１～３いずれについても東浦中学校の移転が求められます。公

共施設評価における立地の方向性について、東浦中学校は「移転検討」の方向性となってお

り、学区の面からも、「対象となる石浜西小学校、片葩小学校、生路小学校、藤江小学校の配

置から見ると、学区の北端に位置しており、立地上不便である」といった課題が見られます。  

その上で、東浦中学校の現状のグラウンド面積及び建物面積を考慮すると、抽出した候補

地において移転先として想定されるのは東浦文化広場との複合となります。  

以下に、現東浦中学校と現東浦文化広場の概要を整理します。  

移転に伴い、通学距離の改善に伴う立地上（学区）の課題解消や洪水・高潮ハザード等の

安全面の課題解消が期待できます。  

  

 

比較項目  ①現東浦中学校  ②現東浦文化広場  

所在地  石浜岐路  生路狭間及び石浜平地  

敷地面積  37,217 ㎡※  
45,385 ㎡  

（内、借地 5,598 ㎡）  

グラウンド面積  14,532 ㎡※  16,445 ㎡  

体育館延床面積  2,925 ㎡  2,87２㎡  

校舎延床面積  9,604.25 ㎡  ー  

学区での位置  北端に位置  中心よりやや北寄りに位置  

徒歩圏人数  

（1,050ｍ圏内人数）  
298 人  325 人  

自転車圏人数  469 人  442 人  

自転車圏割合  61.1% 57.6% 

平均直線距離  1,679ｍ  1,165m 

３km 以上の人数  88 人  0 人  

用途地域  市街化区域（第１種住居地域）  市街化区域（第１種住居地域）  

容積率  200% 200% 

建蔽率  60% 60% 

災 害

ハ ザ

ード  

液状化危険度  可能性が極めて低い 
可能性が極めて高い  

（第２グラウンド北東部）  

津波災害警戒

区域  
― ー  

高潮浸水区域  
0.2ｍ～1.5ｍ（現校舎部） 

2.0ｍ～3.２ｍ（校舎部以外） 
ー  

洪水浸水区域  
0ｍ～1.0ｍ（現校舎部） 

0.3ｍ～1.5ｍ（校舎部以外） 
ー  

土砂災害警戒

区域  
ー  

○（グラウンド北と東側に土砂

災害警戒区域（急傾斜地の崩

壊）・土砂災害特別警戒区域（急

傾斜地の崩壊））  

立 地

適 正

化 計

画  

居住誘導区域  ○（防災重点エリア）  ○（土砂災害計画区域を除く）  

都市機能誘導

区域  
○  ー  

農振法の位置づけ  ー  ー  

高圧線架空  有  有  

財 政

負担  

コスト  大  少  

内容  建築費＋盛土等災害対策費用  建築費－体育館建築費  

 ※出典：公立学校施設台帳  
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1,679

1,165

0 1,000 2,000

現東浦中学校

敷地

現東浦文化広

場敷地

（ｍ）

【（参考）東浦中学校の通学距離について】  

東浦中学校の学区に住む中学生７６７人（２０２１年６月３０日時点）全員が東浦中学校に通

っていると仮定した場合の通学距離（各所在地からの直線距離）について、現東浦中学校敷

地と現東浦文化広場敷地へ移転した場合を以下のとおり比較検討しました。検討内容を踏ま

えると、現東浦文化広場敷地へ移転した場合の方が通学距離は改善されます。  

通学距離の平均値をみると、現東浦中学校敷

地の１ ,６７９ｍに比べて、現東浦文化広場敷地に

移転した場合は１ ,１６５ｍと、通学距離の平均値が

５１４m 短くなります。  

 

自転車通学時の時速を１０km/h、通学日数を２００日と仮定すると、生徒一人当たりの３

年間の通学時間を平均約６１時間削減できることとなります。これより、生徒の学術向上や自

由時間をより多く確保することができ、通学の負担軽減だけではなく、教育の質の向上、私生

活の質の向上に寄与できることが期待されます。  

◇与条件  

短縮距離：０ .５１４ｋｍ（全生徒の平均短縮距離）  

自転車通学時の時速：１０ｋｍ/ｈ  

通学日数：２００日  

◇通学時の短縮距離（片道）  

・・・０ .５１４ｋｍ ÷  １０ｋｍ/ｈ  ＝  ０ .０５１４時間（約３分）  

◇生徒一人当たりの３年間の通学削減時間  

・・・０ .０５１４時間  ×  ２００日 ×  ２回（往復） × ３年  ＝ ６１ .６８時間  

 

通学距離別でみると、通学距離１ ,５００ｍ未満の生徒数は、現東浦中学校敷地で合計４１１

人（５４％）ですが、現東浦文化広場敷地に移転した場合６０３人（７９％）に増加します。  

また、通学距離３ ,０００m 以上の生徒数は、現東浦中学校敷地では８８人（１１％）ですが、

現東浦文化広場敷地に移転した場合は該当する生徒がいません。  

パーセンタイルでは、５０パーセンタイルの場合、現東浦中学校敷地は１ ,３８７ｍ、現東浦文

化広場敷地は１ ,１６０ｍとなります。８０パーセンタイルの場合、現東浦中学校敷地は２ ,６９７

ｍ、現東浦文化広場敷地は１ ,４７６ｍとなり、１ ,０００ｍ以上の差があることがわかります。  

現東浦中学校敷地から現東浦文化広場敷地への移転により、通学距離が長くなる生徒数

は２５０人（３３%、平均５５６m 延長）となり、短くなる生徒は５１７人（６７％、平均１ ,０３３ｍ短

縮）となります。  

図：通学距離の平均値  
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５０パーセンタイル値  ：  1 ,160m 

 

８０パーセンタイル値  ：  1 ,476m 

 

５０パーセンタイル値  ：  1 ,387m 

 

８０パーセンタイル値  ：  2 ,697m 

 

図：通学距離別生徒数 

図：通学距離の伸縮  

総短縮通学距離（Ⓐ-Ⓑ）=394,693m 

表：通学距離の統計表  

現東浦中学校 現東浦文化広場

通学距離　平均値(m) 1,679 1,165

通学距離　中央値(m) 1,387 1,160

通学距離　最大値(m) 3,862 2,876

標準偏差（ｍ） 1,035 573

変動係数 0.62 0.49

生徒の総通学距離(m) 1,287,934 893,254

※直線距離にて計測

-1,500

-1,000

-500

0

500

1,000

1,500

0 100 200 300 400 500 600

短くなる生徒 平均値１，０３２．５ｍ

長くなる生徒 平均値５５６．４ｍ

長くなる生徒

中央値４８７．０ｍ

短くなる生徒 中央値１，２１６．０ｍ
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Ⓑ
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【（参考）東浦文化広場敷地及び東浦中学校敷地の土砂災害警戒区域図及び液状化危険度分布に

ついて】 

〇土砂災害  

 東浦文化広場敷地における土砂災害警戒区域の状況は以下のとおりです。グラウンド北と

東側に土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域が存在します。現建物の位置では災害

ハザードはありません。なお、東浦中学校敷地については、土砂災害のハザードはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：マップあいち  
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〇液状化  

 東浦文化広場敷地及び東浦中学校敷地における液状化（２５０ｍメッシュ）は以下のとおり

です。東浦文化広場敷地は第２グラウンドの北東部に液状化危険度（極めて高い）が存在しま

す。なお、現建物の位置にハザードはありません。一方、東浦中学校敷地は大部分が液状化

危険度（極めて低い）となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：愛知県防災学習システム  
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【（参考）東浦中学校の現位置建替えについて】  

 東浦中学校の建替えに際しては移転だけでなく現位置も想定されます。ただし、以下の観

点でのデメリットを踏まえ、現位置建替えではなく移転と考えます。  

 

■想定されるデメリット  

①災害ハザード  

洪水や高潮等の水害ハザード内に位置しており、今後、線状降水帯やゲリラ豪雨等、災害

激甚化の進行に伴い益々災害リスクは高くなることが想定されます。現位置建替えの場合、

浸水予想では高ハザードである運動場側への校舎整備が求められるため、生徒が毎日通学

し、また長時間滞在する学校施設の災害へのあり方としては望ましくないと考えます。生徒へ

の直接的な被害のみならず、浸水被災した場合には、学校を長期間休校せざるを得ない状況

となり、学びの継続確保ができない懸念があります。  

ただし、文化センターや勤労福祉会館など、災害時にはある程度の休業が許容される施設

の設置は盛土等の対策を実施のうえ、可能であると考えます。  

 

【東浦中学校周辺の浸水予想】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：マップあいち  
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【東浦中学校周辺の浸水予想（高潮）】  

  

出典：マップあいち、愛知県高潮浸水想定区域図（東浦町）  
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②立地（学区）・通学距離  

現位置建替えの場合、「対象となる石浜西小学校、片葩小学校、生路小学校、藤江小学校

の配置から見ると、学区の北端に位置しており、立地上不便である」という課題や通学路とい

った安全面等の課題解消にはつながりません。  

 

③授業継続  

建替え工事期間中に授業を止めることはできないため、建替えに際しては現建物位置より

も災害リスクの高い運動場への仮設校舎の整備もしくは運動場への新校舎整備が求められ

ます。加えて、浸水ハザード対策として運動場等の嵩上げを実施する必要もあります。そのた

め、安全面への懸念とともに、長期間、運動場の利用が出来なくなる期間が生じ、学校運営に

大きな影響を及ぼします。  

なお、工事期間中、北部中学校や西部中学校へ通うことも考えられますが、通学距離やカ

リキュラム等の懸念が生じます。  

 

④コスト・工期  

現位置建替えにおいて、新校舎を浸水ハザードの低い現校舎位置（０ .２～１ .５ｍ）にて整

備するためには仮設校舎の建設が必要となります。そのため、仮設校舎の不要な移転と比べ

ると追加コストが発生します。  

また、仮設校舎を建設することなく、運動場へ新校舎を建設する場合、浸水ハザードの高

い運動場（２ .０～３ .２ｍ）への整備となるため、全面的な嵩上げが必要となり、移転と比べる

と嵩上げに係るコストが莫大となります。  

加えて、東浦中学校は「特定都市河川浸水被害対策法」に基づく「特定都市河川流域」の

指定区域内に位置しているため、境川流域での総合治水対策の観点から５００㎡以上の開発

行為は、許可申請が必要となり、許可にあたっては技術的基準に従った雨水貯留浸透施設の

設置が必要となるため、設置に係る追加コストが発生します。  
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【（別添７）東浦中学校の東浦文化広場敷地への移転可能性について】  

 東浦中学校の東浦文化広場敷地への移転に際し、スポーツ庁「学校体育施設の有効活用

に関する手引き」等でも学校体育施設の有効活用を求められていることから、現東浦文化広

場の体育館及びグラウンドを移転した中学校の体育館及びグラウンドとしても活用することを

検討します。なお、東浦文化広場の体育館及びグラウンドは現東浦中学校の規模を確保して

います。  

 以下に、現東浦中学校と現東浦文化広場の概要を整理します。  

 詳細な配置検討等が必要ですが、建物配置可能面積約３０ ,０００㎡に対し、現東浦中学校

校舎面積を３階建て想定とした建築面積は約３ ,２００㎡（９ ,６０４ .２５㎡/３階）となることから、

グラウンド面積等を考慮したとしても、数値上は建物配置可能と考えられます。  

 

比較項目  東浦中学校  東浦文化広場  

敷地面積  ３７ ,２１７㎡※  
４５ ,３８５㎡  

（内、借地５ ,５９８㎡）  

グラウンド面積  １４ ,５３２㎡※  １６ ,４４５㎡  

体育館延床面積  ２ ,９２５㎡  ２ ,８７２㎡  

校舎延床面積  ９ ,６０４ .２５㎡  ー 

生徒数  

（２０２３ .４ .７）  
７９６人  ー 

駐車場台数  ４８台  ２４７台（借地含む）  

 

参考）中学校の設置基準に基づく場合  

設置基準算定  基準  結果  

校舎面積  
３ ,２４０＋４×（生徒数-４８０）  

※生徒数４８１人以上の場合  
４ ,５０４㎡  

運動場面積  
８ ,４００  

※生徒数７２１人以上の場合  
８ ,４００㎡  

■懸念事項  

現東浦文化広場の体育施設について、平日日中は体育授業等の学校活動を優先すること

となります。そのため、現在平日日中の利用は町内３ヶ所のふれあいセンターやあいち健康の

森公園（体育館、庭球場、球技場等）、知多５市５町及び刈谷市との公共施設相互利用を活用

するなどの工夫が必要です。  

参考）東浦町体育館（平日日中：９ :００～１７：００）の稼働率  

アリーナ  第１・第２グラウンド  テニスコート  

４６ .９％  １４ .６％  ５６ .８% 

※アリーナ及び第１・第２グラウンド（雨天除く）は２０２３年６月１か月間の実績、一般開放の時間
帯の稼働率は１００％として算出、テニスコートは２０２２年度の実績  

※出典：公立学校施設台帳  
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  ※実際の建物配置については、基本計画、設計時に検討の上判断します。

東浦文化広場敷地面積

45,385㎡

借地箇所①

3,765㎡

借地箇所②

1,833㎡

町有地

407㎡

建物配置可能面積

30,000㎡

※

凡例

土砂災害特別警戒区域

土砂災害警戒区域

町有地（行政財産）

町有地（普通財産）

借地
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【（別添８）中学校の１校化について】  

 複合化・集約化の検討に際し、本町で保有する３中学校の集約化も想定されます。通学距

離や規模等の観点より、中学校３校の１校化について以下のとおり検討します。検討内容を踏

まえると、中学校の１校化は困難ですが、各地区拠点の複合施設整備において小中一貫校の

検討は必要と考えます。  

 

通学距離に関しては文部科学省の「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する

手引」（次頁参照）において、中学校の通学距離は概ね６㎞以内とされています。現状の各中

学校より、半径６㎞の円を記載した図が以下のとおりです。通学距離の観点でいえば、いずれ

の中学校においても概ね６㎞以内の通学距離は可能となります。  
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参考）公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引（抜粋）  

【通学距離による考え方】  

○国では、公立小・中学校の通学距離について、小学校でおおむね４㎞以内、中学校では

おおむね６㎞以内という基準を、公立小・中学校の施設費の国庫負担対象となる学校

統合の条件として定めていることから、通学条件を通学距離によって捉えることが一

般的となっています。  

○徒歩や自転車による通学距離の基準を定めている市町村も相当数ありますが、そのほ

とんどが小学校で４㎞以内、中学校で６㎞以内又はそれ以下の距離を基準として定め

ており、中には、地域の通学路の実態を踏まえ、徒歩と自転車で異なる基準を設けて

いるところもあります。  

○なお、小学校５年生と中学校２年生を対象に、通学距離とストレスとの関係を調べた研

究によると、小学校で４㎞以内、中学校で６㎞以内という通学距離の範囲においては、

気象等に関する考慮要素が比較的少ない場合、ストレスが大幅に増加することは認め

られませんでした。  

○これらを踏まえれば、徒歩や自転車による通学距離としては、小学校で４㎞以内、中学

校で６㎞以内という基準はおおよその目安として引き続き妥当であると考えられま

す。その上で、各市町村においては、通学路の安全確保の状況や地理的な条件に加

え、徒歩による通学なのか、一部の児童生徒について自転車通学を認めたり、スクー

ルバスを導入したりするのかなども考慮の上、児童生徒の実態や地域の実情を踏まえ

た適切な通学距離の基準を設定することが望まれます。  

 

次に、規模に関し、文部科学省の「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する

手引」において、中学校の学級数は特別の事情があるときはこの限りでないという前提のもと

ですが、「１２学級以上１８学級以下」が標準とされています。３５～４０人学級とした場合、１８

学級での生徒数は６３０～７２０人となります。現状、中学校３校の生徒数は以下のとおり、１ ,

４２９人となります。  

生徒数より想定されうる学級数は３６～４１学級となります。また、ロードマップにおける東

浦中学校の実施時期（２０２９～２０３３）を踏まえ、別添９を参照し、２０３２年時点の生徒数推

計より想定されうる学級数は３０～３４学級となります。いずれも標準学級数を大幅に超える

ことから、学級数の観点では３校の１校化は困難であると想定されます。  

なお、２校の１校化に関して、東浦中学校を含む２校の１校化は同様の理由より困難である

と想定されますが、北部中学校及び西部中学校の組合せであれば計６３３人（２０３２年では５

４０人）となるため、集約可能と想定されます。  

 

中学校  生徒数（２０２３ .４ .７）  
生徒数（２０３２年）  

※別添９参照  

東浦中学校  ７９６人  ６２６人  

北部中学校  ４６９人  ３９１人  

西部中学校  １６４人  １４９人  

中学校計  １ ,４２９人  １ ,１６６人  
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敷地規模の観点からも１校化を以下のとおり検討します。  

現状の３校に係る敷地面積は以下のとおりです。最も敷地面積の大きい北部中学校以上

の敷地を確保できる候補地は、候補地検討から、最も敷地面積が確保できる現東浦中学校

及び周辺敷地で５１ ,１９６㎡、次いで、東浦文化広場４５ ,３８５㎡（借地含む）のみとなります。

東浦文化広場は借地を除くと４万㎡を確保できないため、実質、想定される敷地が現東浦中

学校及び周辺敷地のみとなりますが、災害ハザードエリアであり、生徒が毎日通う教育施設

としては、不適当と考えます。  

また、市街化区域内では適地が無い中、市街化調整区域も想定されますが、都市計画法

上、市街化を抑制すべき区域とされており、立地基準等を満たさなければ、現在公共施設で

あっても市街化調整区域に建設できません。また、現在本町が進めているコンパクトなまちづ

くりの観点からも市街化区域でない場所は適切ではないと考えます。  

中学校  敷地面積  延床面積  

東浦中学校  ３７ ,２１７ .００㎡  １２ ,５２９ .２５㎡  

北部中学校  ４１ ,２６３ .００㎡  １１ ,９８２ .００㎡  

西部中学校  ３８ ,１９２ .００㎡  ８ ,４７６ .００㎡  

中学校計  １１６ ,５８２ .００㎡  ３２ ,９８７ .２５㎡  

 

以上より、本計画においては、当面３校のまま維持することはやむを得ない状況と考えます。

ただし、各地区拠点の複合施設整備において小中一貫校の検討は必要と考えます。あわせて

学区の見直しや近隣市町の生徒の受け入れなども検討し、中学校も含めた小学校を核とす

るコミュニティ拠点を整備することで、単なる集約に留まらず、複合に伴う多機能化により、生

徒だけでなく多様な利用者が集い、中学生以外の住民とも関わりが創出できる地区の拠点

施設を目指します。  

 

【（参考）小中一貫教育の制度化の目的】  

○「子供の発達や学習者の意欲・能力等に応じた柔軟かつ効果的な教育システムの構築に

ついて（答申）」（平成２６年１２月、中央教育審議会）において、小中一貫教育の制度化の

目的については、「小・中学校段階の教職員が９年間を通じて実現したい教育目標を共有

し、一体的な組織体制の下、９年間一貫した系統的な教育課程を編成・実施することができ

る学校種を新たに設けるなどして、設置者が地域の実情を踏まえて小中一貫教育が有効で

あると判断した場合に、円滑かつ効果的に導入できる環境を整えることである」とし、この

ことにより、小中一貫教育の優れた取組の全国展開と既存の小・中学校における小中連携

の高度化が促進され、  

①組織的・継続的な教育活動の徹底による教育効果の向上（学力・学習意欲の向上）、  

②子供たちの社会性の育成機能の向上、  

③いわゆる「中１ギャップ」の緩和（不登校・いじめの減少等）をはじめとする生徒指導上の

諸問題の減少等  

に資することとなり、義務教育全体の質の向上が期待されるとしている。  

出典：小中一貫教育に適した学校施設の在り方について（平成２７年７月）  
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【（別添９）生徒数の推計】  

地区別人口推計について、２０２２年度の住民基本台帳人口をもとに、国立社会保障人口

問題研究所試算の移動率、子ども女性比を加味しコーホート要因法により算定しました。（結

果は本編第２章第４節１（４）地区別人口参照）  

上記の地区別人口推計から得られた年少人口増減率より、中学校別生徒数推計を行いま

した。  

 

 

                                 （人）  

和
暦  

西暦  
東浦  
中学校  

北部  
中学校  

西部  
中学校  

合計  

 （参考）  

北部  

中学校  

※区画  

整理有  

R４  ２０２２  ７７８  ４８４  １６８  １ ,４３０   ４８４  

R９  ２０２７  ６９２  ４３６  １５６  １ ,２８５   ４３６  

R１４  ２０３２  ６２６  ３９１  １４９  １ ,１６６   ４３０  

R１９  ２０３７  ５９５  ３６６  １３６  １ ,０９７   ４０９  

R２４  ２０４２  ５８５  ３５９  １３４  １ ,０７７   ４０６  

R２９  ２０４７  ５７２  ３５１  １３０  １ ,０５４   ３７６  

R３４  ２０５２  ５５０  ３４０  １２５  １ ,０１５   ３６６  

R３９  ２０５７  ５２３  ３２５  １１７  ９６５   ３５１  

R４４  ２０６２  ４９１  ３０７  １１０  ９０８   ３３０  
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【（別添１０）児童数の推計】  

地区別人口推計について、２０２２年度の住民基本台帳人口をもとに、国立社会保障人口

問題研究所試算の移動率、子ども女性比を加味しコーホート要因法により算定しました。（結

果は本編第２章第４節１（４）地区別人口参照）  

上記の地区別人口推計から得られた年少人口増減率より、小学校別児童数推計を行いま

した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人）  

和暦  西暦  
森岡  
小学校  

緒川  
小学校  

卯ノ里小
学校  

片葩  
小学校  

石浜西小
学校  

生路  
小学校  

藤江  
小学校  

合計  

 （参考）  

森岡  

小学校  

※区画  

整理有  

R４  ２０２２  ４３９  ５２４  ２８７  ４０８  ４８３  ３１９  ３３７  ２ ,７９７   ４３９  

R９  ２０２７  ４０６  ４６０  ２６７  ３５０  ４１４  ２９５  ３１２  ２ ,５０４   ４０６  

R１４  ２０３２  ３６３  ４１３  ２５４  ３０９  ３６６  ２６８  ２９５  ２ ,２６８   ４３０  

R１９  ２０３７  ３１７  ４０８  ２３３  ２９７  ３５２  ２４８  ２８０  ２ ,１３７   ３９４  

R２４  ２０４２  ３１５  ３９７  ２２８  ２９２  ３４６  ２４４  ２７３  ２ ,０９６   ４００  

R２９  ２０４７  ３１１  ３８５  ２２３  ２８８  ３４１  ２３８  ２６５  ２ ,０５１   ３５３  

R３４  ２０５２  ３０１  ３７２  ２１３  ２７９  ３３０  ２２８  ２５２  １ ,９７５   ３４６  

R３９  ２０５７  ２８９  ３５５  ２００  ２６６  ３１５  ２１６  ２３８  １ ,８８０   ３３３  

R４４  ２０６２  ２７４  ３３４  １８８  ２４９  ２９５  ２０４  ２２４  １ ,７６８   ３１２  
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森岡小学校 緒川小学校 卯ノ里小学校 片葩小学校

石浜西小学校 生路小学校 藤江小学校 森岡小学校※区画整理有

（年度）

（人）
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【（別添１１）その他施設の位置づけ】  

 ロードマップの検討に際し、複合化・集約化の方向性及び具体の複合内容に挙がらない施

設に関する方向性は以下のとおりです。  

 

施設名  施設の方向性  

学校給食センター  

目標耐用年数を目途に施設を単独活用し、建替えを想

定するが、施設の特性上、社会情勢等を鑑み、施設のあ

り方を随時検討  

東浦文化広場（体育館）  
東浦中学校の移転に伴い学校体育施設の活用の流れも

踏まえて東浦文化広場（体育館）との複合化を検討  
東浦中学校  

北部中学校  隣接する緒川小学校との小中一貫の複合施設を検討  

西部中学校  卯ノ里小学校との小中一貫の複合施設を検討  

石浜西小学校  
同地区内の学校集約として、児童生徒数の状況や社会

情勢等を鑑み、片葩小学校との集約を検討  

藤江公民館  
利用率や借地状況を鑑み、耐用年数を目途に譲渡又は

廃止を検討  

町営藤江住宅  
入居者状況を鑑みつつ、耐用年数を目途に廃止等につ

いて検討  
町営半ノ木住宅  

北部防災倉庫  地区拠点に防災倉庫が整備でき次第、廃止  

役場東防災倉庫  
目標耐用年数を目途に施設を単独活用し、建替えを想

定するが、地区拠点において、防災倉庫を複合的に整備

する方向性は位置付けているため、それらの整備との

兼ね合いも含めて施設のあり方を検討  
西部防災倉庫  

半田消防署東浦西部出張所  

目標耐用年数を目途に施設を単独活用し、建替えを想

定するが、広域事務組合との調整を図りながら、施設の

あり方を検討  
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【（別添１２）耐用年数及び目標耐用年数からのばらつきについて】  

複合施設の整備時期については、建物の老朽化状況や効率性を踏まえると耐用年数と目

標耐用年数の間に実施できることが望ましいと考えます。そのため、主たる建物の建築年数

を基準に、耐用年数より前に実施する場合の年数及び目標耐用年数より後に実施する年数

を複合施設の延床面積の加重平均より算出し、耐用年数及び目標耐用年数の観点での効率

的な事業実施時期を次ページのとおり整理します。数値が小さくなるほど複合の対象施設が

概ね耐用年数と目標耐用年数の間付近で実施できていることとなり、効率的な事業実施時期

と考えられます。  

※複合施設の加重平均により算出された数値が「０」の場合は、複合するすべての施設が耐用年

数と目標耐用年数の間に実施できている状態です。  

 

項目  年数の考え方  

実施時期が耐用年数より前の場合  耐用年数－実施時期  

実施時期が耐用年数と目標耐用年数の

間に入る場合  
０  

実施時期が目標耐用年数より後の場合  実施時期－目標耐用年数  

※各施設、上記の考え方で年数を算出した後、複合施設に係る各施設の延床面積の加重平均に

より算出  
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【耐用年数及び目標耐用年数と効率的な実施時期】  

以下、着色セルが各複合拠点の最も小さい値、すなわち耐用年数及び目標耐用年数の観点での最も効率的な実施時期となります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

案３

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062 2063 2064 2065 2066 2067 2068

全町拠点① 5.52 4.52 3.52 2.52 1.52 1.41 1.29 1.17 1.05 0.94 0.82 0.70 0.59 0.47 0.35 0.23 0.12 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.88 1.77 2.65 3.53 4.41 5.30 6.18 7.06 7.95 8.83 9.71 10.59 11.48 12.48 13.48 14.48 15.48 16.48 17.48 18.48

全町拠点② 18.98 17.98 16.98 15.98 14.98 13.98 12.98 11.98 10.98 9.98 8.98 7.98 6.98 5.98 5.21 4.44 3.97 3.49 3.02 2.55 2.13 1.83 1.52 1.22 0.91 0.61 0.30 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.23 0.46 0.99 1.52 2.04 2.57 3.15 3.73 4.31 4.89 5.47

全町拠点③ 24.36 23.36 22.36 21.36 20.36 19.36 18.36 17.36 16.36 15.43 14.49 13.55 12.62 11.68 10.99 10.31 9.65 8.99 8.34 7.68 7.02 6.37 5.71 5.05 4.39 3.74 3.08 2.42 1.77 1.11 0.74 0.37 0.00 0.00 0.25 0.50 0.78 1.06 1.34 1.62 1.90 2.18 2.46 2.74 3.08

森岡地区拠点 3.20 2.97 2.74 2.50 2.27 2.03 1.80 1.56 1.33 1.10 0.86 0.63 0.52 0.40 0.31 0.21 0.12 0.09 0.08 0.09 0.74 1.45 2.16 2.86 3.57 4.28 4.99 5.70 6.47 7.23 8.00 8.76 9.65 10.54 11.43 12.32 13.21 14.17 15.14 16.11 17.08 18.05 19.02 19.99 20.95

緒川地区拠点 12.24 11.26 10.28 9.32 8.36 7.40 6.44 5.50 4.55 3.60 2.66 1.72 0.85 0.46 0.12 0.13 0.15 0.17 0.18 0.20 0.22 0.23 0.25 0.29 0.33 0.37 0.41 0.46 0.50 0.54 0.58 0.62 0.74 1.34 1.97 2.97 3.97 4.97 5.97 6.97 7.97 8.97 9.97 10.97 11.97

緒川新田地区拠点 11.05 10.52 9.99 9.46 8.93 8.39 7.86 7.33 6.80 6.27 5.74 5.21 4.68 4.15 3.68 3.25 2.82 2.39 1.99 1.59 1.19 0.79 0.39 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.04 0.08 0.11 0.16 0.20 0.25 0.72 1.20 1.71 2.22 2.73 3.24 3.74 4.26 5.17

石浜地区拠点 11.09 10.15 9.21 8.27 7.32 6.38 5.44 4.50 3.97 3.44 2.90 2.46 2.05 1.64 1.22 0.90 0.58 0.26 0.25 0.23 0.24 0.25 0.26 0.27 0.28 0.29 0.30 0.31 0.73 1.18 1.63 2.18 2.75 3.33 3.92 4.59 5.28 5.96 6.94 7.92 8.91 9.89 10.87 11.85 12.84

生路地区拠点 11.29 10.31 9.33 8.35 7.37 6.38 5.40 4.42 3.50 2.60 1.70 0.80 0.63 0.58 0.52 0.47 0.42 0.39 0.35 0.31 0.27 0.23 0.25 0.27 0.29 0.30 0.32 0.34 0.42 0.51 0.59 0.67 1.48 2.28 3.08 3.89 4.69 5.51 6.33 7.15 7.96 8.78 9.60 10.42 11.23

藤江地区拠点 8.21 7.30 6.39 5.48 4.57 3.70 2.83 1.97 1.10 0.89 0.68 0.62 0.56 0.49 0.43 0.45 0.47 0.49 0.51 0.55 0.59 0.63 0.66 0.75 0.83 0.95 1.08 1.20 1.33 2.11 2.89 3.83 4.77 5.70 6.64 7.58 8.51 9.45 10.39 11.33 12.26 13.20 14.14 15.07 16.01

案２

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062 2063 2064 2065 2066 2067 2068

全町拠点① 5.52 4.52 3.52 2.52 1.52 1.41 1.29 1.17 1.05 0.94 0.82 0.70 0.59 0.47 0.35 0.23 0.12 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.88 1.77 2.65 3.53 4.41 5.30 6.18 7.06 7.95 8.83 9.71 10.59 11.48 12.48 13.48 14.48 15.48 16.48 17.48 18.48

全町拠点②,③ 20.72 19.72 18.72 17.72 16.72 15.72 14.72 13.72 12.72 11.74 10.76 9.78 8.80 7.82 7.08 6.33 5.80 5.27 4.74 4.21 3.71 3.29 2.87 2.46 2.04 1.62 1.20 0.78 0.57 0.36 0.24 0.12 0.00 0.00 0.24 0.47 0.92 1.37 1.82 2.27 2.75 3.23 3.72 4.20 4.70

森岡地区拠点 3.20 2.97 2.74 2.50 2.27 2.03 1.80 1.56 1.33 1.10 0.86 0.63 0.52 0.40 0.31 0.21 0.12 0.09 0.08 0.09 0.74 1.45 2.16 2.86 3.57 4.28 4.99 5.70 6.47 7.23 8.00 8.76 9.65 10.54 11.43 12.32 13.21 14.17 15.14 16.11 17.08 18.05 19.02 19.99 20.95

緒川地区拠点 12.24 11.26 10.28 9.32 8.36 7.40 6.44 5.50 4.55 3.60 2.66 1.72 0.85 0.46 0.12 0.13 0.15 0.17 0.18 0.20 0.22 0.23 0.25 0.29 0.33 0.37 0.41 0.46 0.50 0.54 0.58 0.62 0.74 1.34 1.97 2.97 3.97 4.97 5.97 6.97 7.97 8.97 9.97 10.97 11.97

緒川新田地区拠点 11.05 10.52 9.99 9.46 8.93 8.39 7.86 7.33 6.80 6.27 5.74 5.21 4.68 4.15 3.68 3.25 2.82 2.39 1.99 1.59 1.19 0.79 0.39 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.04 0.08 0.11 0.16 0.20 0.25 0.72 1.20 1.71 2.22 2.73 3.24 3.74 4.26 5.17

石浜地区拠点 11.09 10.15 9.21 8.27 7.32 6.38 5.44 4.50 3.97 3.44 2.90 2.46 2.05 1.64 1.22 0.90 0.58 0.26 0.25 0.23 0.24 0.25 0.26 0.27 0.28 0.29 0.30 0.31 0.73 1.18 1.63 2.18 2.75 3.33 3.92 4.59 5.28 5.96 6.94 7.92 8.91 9.89 10.87 11.85 12.84

生路地区拠点 11.29 10.31 9.33 8.35 7.37 6.38 5.40 4.42 3.50 2.60 1.70 0.80 0.63 0.58 0.52 0.47 0.42 0.39 0.35 0.31 0.27 0.23 0.25 0.27 0.29 0.30 0.32 0.34 0.42 0.51 0.59 0.67 1.48 2.28 3.08 3.89 4.69 5.51 6.33 7.15 7.96 8.78 9.60 10.42 11.23

藤江地区拠点 8.21 7.30 6.39 5.48 4.57 3.70 2.83 1.97 1.10 0.89 0.68 0.62 0.56 0.49 0.43 0.45 0.47 0.49 0.51 0.55 0.59 0.63 0.66 0.75 0.83 0.95 1.08 1.20 1.33 2.11 2.89 3.83 4.77 5.70 6.64 7.58 8.51 9.45 10.39 11.33 12.26 13.20 14.14 15.07 16.01

案１

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062 2063 2064 2065 2066 2067 2068

全町拠点①,②,③ 15.64 14.64 13.64 12.64 11.64 10.94 10.23 9.53 8.82 8.13 7.44 6.75 6.06 5.36 4.83 4.30 3.90 3.51 3.16 2.80 2.47 2.19 1.91 1.64 1.36 1.37 1.39 1.41 1.56 1.71 1.93 2.14 2.36 2.65 3.11 3.56 4.15 4.75 5.38 6.01 6.67 7.32 7.98 8.63 9.30

森岡地区拠点 3.20 2.97 2.74 2.50 2.27 2.03 1.80 1.56 1.33 1.10 0.86 0.63 0.52 0.40 0.31 0.21 0.12 0.09 0.08 0.09 0.74 1.45 2.16 2.86 3.57 4.28 4.99 5.70 6.47 7.23 8.00 8.76 9.65 10.54 11.43 12.32 13.21 14.17 15.14 16.11 17.08 18.05 19.02 19.99 20.95

緒川地区拠点 12.24 11.26 10.28 9.32 8.36 7.40 6.44 5.50 4.55 3.60 2.66 1.72 0.85 0.46 0.12 0.13 0.15 0.17 0.18 0.20 0.22 0.23 0.25 0.29 0.33 0.37 0.41 0.46 0.50 0.54 0.58 0.62 0.74 1.34 1.97 2.97 3.97 4.97 5.97 6.97 7.97 8.97 9.97 10.97 11.97

緒川新田地区拠点 11.05 10.52 9.99 9.46 8.93 8.39 7.86 7.33 6.80 6.27 5.74 5.21 4.68 4.15 3.68 3.25 2.82 2.39 1.99 1.59 1.19 0.79 0.39 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.04 0.08 0.11 0.16 0.20 0.25 0.72 1.20 1.71 2.22 2.73 3.24 3.74 4.26 5.17

石浜地区拠点 11.09 10.15 9.21 8.27 7.32 6.38 5.44 4.50 3.97 3.44 2.90 2.46 2.05 1.64 1.22 0.90 0.58 0.26 0.25 0.23 0.24 0.25 0.26 0.27 0.28 0.29 0.30 0.31 0.73 1.18 1.63 2.18 2.75 3.33 3.92 4.59 5.28 5.96 6.94 7.92 8.91 9.89 10.87 11.85 12.84

生路地区拠点 11.29 10.31 9.33 8.35 7.37 6.38 5.40 4.42 3.50 2.60 1.70 0.80 0.63 0.58 0.52 0.47 0.42 0.39 0.35 0.31 0.27 0.23 0.25 0.27 0.29 0.30 0.32 0.34 0.42 0.51 0.59 0.67 1.48 2.28 3.08 3.89 4.69 5.51 6.33 7.15 7.96 8.78 9.60 10.42 11.23

藤江地区拠点 8.21 7.30 6.39 5.48 4.57 3.70 2.83 1.97 1.10 0.89 0.68 0.62 0.56 0.49 0.43 0.45 0.47 0.49 0.51 0.55 0.59 0.63 0.66 0.75 0.83 0.95 1.08 1.20 1.33 2.11 2.89 3.83 4.77 5.70 6.64 7.58 8.51 9.45 10.39 11.33 12.26 13.20 14.14 15.07 16.01
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【ロードマップの平準化した実施時期における加重平均値】  

以下、着色セルがロードマップと整合した各案における事業実施時期となります。各拠点の実施時期における複合拠点延床面積による加重平均値（森岡地区拠点は定性的検討の対象のため除外）は以下のとお

りです。  

 

 

 

案３
延床面積
（㎡）

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062 2063 2064 2065 2066 2067 2068 2069 2070 2071 2072 2073 2074 2075 2076 2077 2078

全町拠点① 9,300 5.52 4.52 3.52 2.52 1.52 1.41 1.29 1.17 1.05 0.94 0.82 0.70 0.59 0.47 0.35 0.23 0.12 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.88 1.77 2.65 3.53 4.41 5.30 6.18 7.06 7.95 8.83 9.71 10.59 11.48 12.48 13.48 14.48 15.48 16.48 17.48 18.48 19.48 20.48 21.48 22.48 23.48 24.48 25.48 26.48 27.48 28.48

全町拠点② 8,700 18.98 17.98 16.98 15.98 14.98 13.98 12.98 11.98 10.98 9.98 8.98 7.98 6.98 5.98 5.21 4.44 3.97 3.49 3.02 2.55 2.13 1.83 1.52 1.22 0.91 0.61 0.30 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.23 0.46 0.99 1.52 2.04 2.57 3.15 3.73 4.31 4.89 5.47 6.05 6.63 7.22 8.10 8.98 9.87 10.75 11.64 12.52 13.41

全町拠点③ 4,100 24.36 23.36 22.36 21.36 20.36 19.36 18.36 17.36 16.36 15.43 14.49 13.55 12.62 11.68 10.99 10.31 9.65 8.99 8.34 7.68 7.02 6.37 5.71 5.05 4.39 3.74 3.08 2.42 1.77 1.11 0.74 0.37 0.00 0.00 0.25 0.50 0.78 1.06 1.34 1.62 1.90 2.18 2.46 2.74 3.08 3.43 3.77 4.11 4.46 4.80 5.43 6.06 6.69 7.32 7.95

森岡地区拠点 11,100 3.20 2.97 2.74 2.50 2.27 2.03 1.80 1.56 1.33 1.10 0.86 0.63 0.52 0.40 0.31 0.21 0.12 0.09 0.08 0.09 0.74 1.45 2.16 2.86 3.57 4.28 4.99 5.70 6.47 7.23 8.00 8.76 9.65 10.54 11.43 12.32 13.21 14.17 15.14 16.11 17.08 18.05 19.02 19.99 20.95 21.92 22.89 23.86 24.83 25.80 26.77 27.74 28.71 29.68 30.68

緒川地区拠点 25,200 12.24 11.26 10.28 9.32 8.36 7.40 6.44 5.50 4.55 3.60 2.66 1.72 0.85 0.46 0.12 0.13 0.15 0.17 0.18 0.20 0.22 0.23 0.25 0.29 0.33 0.37 0.41 0.46 0.50 0.54 0.58 0.62 0.74 1.34 1.97 2.97 3.97 4.97 5.97 6.97 7.97 8.97 9.97 10.97 11.97 12.97 13.97 14.97 15.97 16.97 17.97 18.97 19.97 20.97 21.97

緒川新田地区拠点 21,800 11.05 10.52 9.99 9.46 8.93 8.39 7.86 7.33 6.80 6.27 5.74 5.21 4.68 4.15 3.68 3.25 2.82 2.39 1.99 1.59 1.19 0.79 0.39 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.04 0.08 0.11 0.16 0.20 0.25 0.72 1.20 1.71 2.22 2.73 3.24 3.74 4.26 5.17 6.08 6.98 7.89 8.80 9.77 10.77 11.77 12.77 13.77 14.77

石浜地区拠点 19,900 11.09 10.15 9.21 8.27 7.32 6.38 5.44 4.50 3.97 3.44 2.90 2.46 2.05 1.64 1.22 0.90 0.58 0.26 0.25 0.23 0.24 0.25 0.26 0.27 0.28 0.29 0.30 0.31 0.73 1.18 1.63 2.18 2.75 3.33 3.92 4.59 5.28 5.96 6.94 7.92 8.91 9.89 10.87 11.85 12.84 13.82 14.80 15.78 16.77 17.75 18.73 19.71 20.70 21.68 22.66

生路地区拠点 8,100 11.29 10.31 9.33 8.35 7.37 6.38 5.40 4.42 3.50 2.60 1.70 0.80 0.63 0.58 0.52 0.47 0.42 0.39 0.35 0.31 0.27 0.23 0.25 0.27 0.29 0.30 0.32 0.34 0.42 0.51 0.59 0.67 1.48 2.28 3.08 3.89 4.69 5.51 6.33 7.15 7.96 8.78 9.60 10.42 11.23 12.05 12.87 13.68 14.63 15.57 16.52 17.46 18.40 19.35 20.29

藤江地区拠点 9,800 8.21 7.30 6.39 5.48 4.57 3.70 2.83 1.97 1.10 0.89 0.68 0.62 0.56 0.49 0.43 0.45 0.47 0.49 0.51 0.55 0.59 0.63 0.66 0.75 0.83 0.95 1.08 1.20 1.33 2.11 2.89 3.83 4.77 5.70 6.64 7.58 8.51 9.45 10.39 11.33 12.26 13.20 14.14 15.07 16.01 16.95 17.88 18.82 19.76 20.69 21.63 22.57 23.51 24.44 25.40

加重平均
（全町＋地区拠点）

7.35

加重平均
（全町拠点のみ）

4.08

案２
延床面積
（㎡）

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062 2063 2064 2065 2066 2067 2068 2069 2070 2071 2072 2073 2074 2075 2076 2077 2078

全町拠点① 9,300 5.52 4.52 3.52 2.52 1.52 1.41 1.29 1.17 1.05 0.94 0.82 0.70 0.59 0.47 0.35 0.23 0.12 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.88 1.77 2.65 3.53 4.41 5.30 6.18 7.06 7.95 8.83 9.71 10.59 11.48 12.48 13.48 14.48 15.48 16.48 17.48 18.48 19.48 20.48 21.48 22.48 23.48 24.48 25.48 26.48 27.48 28.48

全町拠点②,③ 12,800 20.72 19.72 18.72 17.72 16.72 15.72 14.72 13.72 12.72 11.74 10.76 9.78 8.80 7.82 7.08 6.33 5.80 5.27 4.74 4.21 3.71 3.29 2.87 2.46 2.04 1.62 1.20 0.78 0.57 0.36 0.24 0.12 0.00 0.00 0.24 0.47 0.92 1.37 1.82 2.27 2.75 3.23 3.72 4.20 4.70 5.21 5.71 6.21 6.92 7.63 8.43 9.24 10.04 10.84 11.64

森岡地区拠点 11,100 3.20 2.97 2.74 2.50 2.27 2.03 1.80 1.56 1.33 1.10 0.86 0.63 0.52 0.40 0.31 0.21 0.12 0.09 0.08 0.09 0.74 1.45 2.16 2.86 3.57 4.28 4.99 5.70 6.47 7.23 8.00 8.76 9.65 10.54 11.43 12.32 13.21 14.17 15.14 16.11 17.08 18.05 19.02 19.99 20.95 21.92 22.89 23.86 24.83 25.80 26.77 27.74 28.71 29.68 30.68

緒川地区拠点 25,200 12.24 11.26 10.28 9.32 8.36 7.40 6.44 5.50 4.55 3.60 2.66 1.72 0.85 0.46 0.12 0.13 0.15 0.17 0.18 0.20 0.22 0.23 0.25 0.29 0.33 0.37 0.41 0.46 0.50 0.54 0.58 0.62 0.74 1.34 1.97 2.97 3.97 4.97 5.97 6.97 7.97 8.97 9.97 10.97 11.97 12.97 13.97 14.97 15.97 16.97 17.97 18.97 19.97 20.97 21.97

緒川新田地区拠点 21,800 11.05 10.52 9.99 9.46 8.93 8.39 7.86 7.33 6.80 6.27 5.74 5.21 4.68 4.15 3.68 3.25 2.82 2.39 1.99 1.59 1.19 0.79 0.39 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.04 0.08 0.11 0.16 0.20 0.25 0.72 1.20 1.71 2.22 2.73 3.24 3.74 4.26 5.17 6.08 6.98 7.89 8.80 9.77 10.77 11.77 12.77 13.77 14.77

石浜地区拠点 19,900 11.09 10.15 9.21 8.27 7.32 6.38 5.44 4.50 3.97 3.44 2.90 2.46 2.05 1.64 1.22 0.90 0.58 0.26 0.25 0.23 0.24 0.25 0.26 0.27 0.28 0.29 0.30 0.31 0.73 1.18 1.63 2.18 2.75 3.33 3.92 4.59 5.28 5.96 6.94 7.92 8.91 9.89 10.87 11.85 12.84 13.82 14.80 15.78 16.77 17.75 18.73 19.71 20.70 21.68 22.66

生路地区拠点 8,100 11.29 10.31 9.33 8.35 7.37 6.38 5.40 4.42 3.50 2.60 1.70 0.80 0.63 0.58 0.52 0.47 0.42 0.39 0.35 0.31 0.27 0.23 0.25 0.27 0.29 0.30 0.32 0.34 0.42 0.51 0.59 0.67 1.48 2.28 3.08 3.89 4.69 5.51 6.33 7.15 7.96 8.78 9.60 10.42 11.23 12.05 12.87 13.68 14.63 15.57 16.52 17.46 18.40 19.35 20.29

藤江地区拠点 9,800 8.21 7.30 6.39 5.48 4.57 3.70 2.83 1.97 1.10 0.89 0.68 0.62 0.56 0.49 0.43 0.45 0.47 0.49 0.51 0.55 0.59 0.63 0.66 0.75 0.83 0.95 1.08 1.20 1.33 2.11 2.89 3.83 4.77 5.70 6.64 7.58 8.51 9.45 10.39 11.33 12.26 13.20 14.14 15.07 16.01 16.95 17.88 18.82 19.76 20.69 21.63 22.57 23.51 24.44 25.40

加重平均
（全町＋地区拠点）

4.56

加重平均
（全町拠点のみ）

5.66

案１
延床面積
（㎡）

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062 2063 2064 2065 2066 2067 2068 2069 2070 2071 2072 2073 2074 2075 2076 2077 2078

全町拠点①,②,③ 22,000 15.64 14.64 13.64 12.64 11.64 10.94 10.23 9.53 8.82 8.13 7.44 6.75 6.06 5.36 4.83 4.30 3.90 3.51 3.16 2.80 2.47 2.19 1.91 1.64 1.36 1.37 1.39 1.41 1.56 1.71 1.93 2.14 2.36 2.65 3.11 3.56 4.15 4.75 5.38 6.01 6.67 7.32 7.98 8.63 9.30 9.97 10.64 11.31 12.12 12.92 13.79 14.66 15.53 16.40 17.27

森岡地区拠点 11,100 3.20 2.97 2.74 2.50 2.27 2.03 1.80 1.56 1.33 1.10 0.86 0.63 0.52 0.40 0.31 0.21 0.12 0.09 0.08 0.09 0.74 1.45 2.16 2.86 3.57 4.28 4.99 5.70 6.47 7.23 8.00 8.76 9.65 10.54 11.43 12.32 13.21 14.17 15.14 16.11 17.08 18.05 19.02 19.99 20.95 21.92 22.89 23.86 24.83 25.80 26.77 27.74 28.71 29.68 30.68

緒川地区拠点 25,200 12.24 11.26 10.28 9.32 8.36 7.40 6.44 5.50 4.55 3.60 2.66 1.72 0.85 0.46 0.12 0.13 0.15 0.17 0.18 0.20 0.22 0.23 0.25 0.29 0.33 0.37 0.41 0.46 0.50 0.54 0.58 0.62 0.74 1.34 1.97 2.97 3.97 4.97 5.97 6.97 7.97 8.97 9.97 10.97 11.97 12.97 13.97 14.97 15.97 16.97 17.97 18.97 19.97 20.97 21.97

緒川新田地区拠点 21,800 11.05 10.52 9.99 9.46 8.93 8.39 7.86 7.33 6.80 6.27 5.74 5.21 4.68 4.15 3.68 3.25 2.82 2.39 1.99 1.59 1.19 0.79 0.39 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.04 0.08 0.11 0.16 0.20 0.25 0.72 1.20 1.71 2.22 2.73 3.24 3.74 4.26 5.17 6.08 6.98 7.89 8.80 9.77 10.77 11.77 12.77 13.77 14.77

石浜地区拠点 19,900 11.09 10.15 9.21 8.27 7.32 6.38 5.44 4.50 3.97 3.44 2.90 2.46 2.05 1.64 1.22 0.90 0.58 0.26 0.25 0.23 0.24 0.25 0.26 0.27 0.28 0.29 0.30 0.31 0.73 1.18 1.63 2.18 2.75 3.33 3.92 4.59 5.28 5.96 6.94 7.92 8.91 9.89 10.87 11.85 12.84 13.82 14.80 15.78 16.77 17.75 18.73 19.71 20.70 21.68 22.66

生路地区拠点 8,100 11.29 10.31 9.33 8.35 7.37 6.38 5.40 4.42 3.50 2.60 1.70 0.80 0.63 0.58 0.52 0.47 0.42 0.39 0.35 0.31 0.27 0.23 0.25 0.27 0.29 0.30 0.32 0.34 0.42 0.51 0.59 0.67 1.48 2.28 3.08 3.89 4.69 5.51 6.33 7.15 7.96 8.78 9.60 10.42 11.23 12.05 12.87 13.68 14.63 15.57 16.52 17.46 18.40 19.35 20.29

藤江地区拠点 9,800 8.21 7.30 6.39 5.48 4.57 3.70 2.83 1.97 1.10 0.89 0.68 0.62 0.56 0.49 0.43 0.45 0.47 0.49 0.51 0.55 0.59 0.63 0.66 0.75 0.83 0.95 1.08 1.20 1.33 2.11 2.89 3.83 4.77 5.70 6.64 7.58 8.51 9.45 10.39 11.33 12.26 13.20 14.14 15.07 16.01 16.95 17.88 18.82 19.76 20.69 21.63 22.57 23.51 24.44 25.40

加重平均
（全町＋地区拠点）

2.67

加重平均
（全町拠点のみ）

6.75


